
2009 年９月１日 

日本音楽教育学会会員各位 

音楽文献目録委員会 

委員長  樋口隆一 

事務局長 関根敏子 

 

音楽文献目録委員会への個人寄付のお願い 

 

拝啓 

 

みなさまにはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

恐縮ながら、音楽文献目録委員会の窮状をご説明し、ご寄付のお願いを申し上げねばなりません。 

 

 ご承知の通り、音楽文献目録委員会は、国際音楽文献目録委員会（RILM）日本支部を兼ね、わが国で発

表される多岐にわたる音楽文献に関する情報を整理してニューヨークの本部に送るだけでなく、独自に『音

楽文献目録』を出版して参りました。すでに通算 36 巻を数え、現在、第 37 巻の編集作業に取りかかって

おりますが、音楽学関連諸研究の発展に伴い、その情報量と仕事量は、発足時には予想も出来なかったほ

どの規模に拡大し、その結果、慢性的な財政難を抱えざるをえません。このままでは事業の継続が危ぶま

れます。 

 

 当委員会の事業は、日本音楽学会、東洋音楽学会、日本音楽教育学会、音楽図書館協議会、国際音楽資

料情報協会日本支部の５母体からの分担金を中心に、音楽学関係主要大学、各助成団体からの助成金と目

録の売上金によってまかなわれております。こうした窮状に直面し、母体５団体への分担金の増額をお願

いし、さらに新しい助成団体や大学関係の獲得にも努力をしておりますが、それも限りがあり、むしろ関

連企業等では助成金や広告費の打ち切りなどの悪い材料が重なっており、事務局は当面の運転資金にも事

欠く有様が続いております。 

 

今年１月には事務局のパソコンの状態が悪化し、このままでは今までの文献情報が消失するばかりか、

今後の文献目録の作成事業に支障をきたす恐れが出てきましたので、急遽、新しいパソコン２台を購入せ

ざるをえない事態となりました。その結果、2008 年度の収支は－385,467 円となり、さらに未払い印刷費

455,255 円がございます。委員会の赤字は、国際本部へ送付する文献情報のローマ字化と英訳作業に相当

しますが、作業をしてくだった方への謝礼は（若い方々が多いので）遅らせるわけにはまいりません。そ

の代わりに印刷会社にお願いして印刷費を今年度と翌年度に分割して支払っている状況です。なお、国際

版への 2008 年度送付文献数は全部で 303 件でした。 

 

 このような当面の窮地を救うために、下記の通り寄付の呼びかけをさせて頂く次第でございます。よろ

しくお願い申し上げます。 

 

                                   敬具 

記 

 

音楽文献目録委員会維持募金（目標総額 1,000,000円） 

 

*2009 年 8月現在達成額 400,000 円  

 

個人寄付：  １口 10,000 円 

 

（ご寄付いただいた方には、目録にお名前を掲載させていただくとともに、 

目録を 1冊進呈させていただきます） 

 

お振込先：   口 座 名：音楽文献目録委員会 

銀行振込：みずほ銀行 四谷支店 普通 1068975 

        郵便振替：00140-3-714348 

以上 


